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1.1 【業務実施方針】 事業の趣旨および目的への理解

・＊＊＊による＊＊＊＊の＊＊＊＊を正確に行うため、＊＊＊＊の適切な解釈に基づいた支
援サービスを＊＊＊＊に提供することが必要と理解しています。

・＊＊＊＊＊業務において、特にデータを個別に仕分け、集計を行う負荷の高い当該事業に
ついて、事務負担の軽減に寄与するサービスが必要であると理解しています。

【評価基準】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

仕様１

仕様２

仕様３

データの抽出基準
が抽象的な表現で
指示されている

整理集計方法が複
雑

整理集計方法から
データの具体的な
内容まで、幅広い
視点で検査される
傾向

全てのデータが揃う時期が遅いこと

提出までの期間が短いこと

個別に確認が必要なデータが大量であること

事業分野に関する専門的な知識が必要である
こと

＊＊＊＊＊＊などを経て、仕様１や仕様
２の適切な解釈を整理します

解釈に基づき、業務作業・データ分析に係
るノウハウを用いたサービスを提供

システム化

▼正確な業務に対する課題

▼課題へのアプローチ

▼事務負担に対する課題

事務処理期間の集中による負担増

職員には難度の高い仕分けであり、
さらに対象数が多量であり、業務
負荷が高い

▼課題へのアプローチ

事務手順
ノウハウ

事業分野
専門知識

大量データ処理

自動化

→ なお残る事務作業も最適化

事務手順が複雑で、時間がかかる
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1.2 【業務実施方針】 業務の実施内容

・仕様１の適切な理解、解釈に基づいて、データの対象判断基準をシステム化することで、
迅速かつ正確なデータの抽出を行います。

・仕様２の適切な理解、解釈に基づいて、抽出されたデータおよび各種情報を用いた整理と
集計を行う処理をシステム化することで、事務作業を不要とします。

【評価基準】＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

▼仕様２に基づいた、必要な情報の整理と集計方法

一定した品質

根拠の明確化

迅速な成果提供

▼仕様１に基づいた、データ分析・抽出のシステム化

事業に係る

情報１

情報２

情報３
「＊＊＊＊＊」計算

「＊＊＊＊」内容判断

令和7年度の法令見
直しにより追加

これらの
システム化による
効果

↑マスターとして一覧化

対象データ

データＢ データＤ

データＥ

データＣ

確定データ
整理
集計

成果資料

データＡ」

〇〇
差引
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2.1 【業務フロー】 業務の実施内容

・システムを活用して業務支援を実施することにより、事業に必要なデータをご準備いただ
くのみで、業務に必要な情報を網羅した資料の提供を実現しています。
対象Ａ、対象Ｂ、対象Ｃの事務負担は最小限に抑えられます。

【評価基準】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

事業のとりまとめ

情報（データ）の
提供

整理・集計

データ仕分け

省令・通知解釈

対象Ａ

対象Ｃ

対象Ｂ

事業者

データＡ
データＢ

追加データ

データ整理・提供用ツールの配布・収集

データ分析抽出結
果

事前試算資料
申請資料

業務
業務様式

業務Ａ

情報（データ）の
提供

業務支援

問い合わせ対応（サポートセンター）

事業説明会の開催
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